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【利用上の注意】
⚫ 数字の単位未満は原則として四捨五入しているため、総数と内訳の計が一致しない場合がある。
⚫ 本指標は、データ提供先の数値訂正や推計方法の変更等により、過去に遡って訂正する場合がある。



個人消費は物価上昇の影響がみられ、持ち直しに向けたテンポが緩やかになっている。観光は緩やかに持ち
直している。雇用は持ち直しに向けたテンポが緩やかになっている。
このように、管内経済は、持ち直しに向けたテンポが緩やかになっている。

概 況

前回（令和5年10月～12月期） 前回比較 今回（令和6年1月～3月期）

総括判断 持ち直しつつある
持ち直しに向けたテンポが緩やかになって

いる

個人消費
物価上昇の影響がみられるものの、持ち直

しつつある
物価上昇の影響がみられ、持ち直しに向け

たテンポが緩やかになっている

観 光 緩やかに持ち直している 緩やかに持ち直している

雇 用
持ち直しに向けたテンポが緩やかになって

いる
持ち直しに向けたテンポが緩やかになって

いる

生乳生産 前年を下回る 前年を上回る

漁 業 水揚量、水揚金額ともに前年を上回る
水揚量は前年を下回ったものの、水揚金額

は前年を上回る

住宅建設 前年を上回る 前年を上回る

公共事業 前年を上回る 前年を上回る

以下参考（令和6年1月～3月期）

企業倒産 倒産件数は前年を上回り、負債総額は前年を下回る 金 融 貸出金残高は前年を下回る
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物価上昇の影響がみられ、持ち直しに向けたテンポが緩やかになっている個人消費

（注）データ提供先に変更あり（R4.1、R5.1） 資料：管内主要店舗（全店ベース）

資料：（一社）日本自動車販売協会連合会釧路支部

⚫ 乗用車新車登録・届出台数は、前年を下
回った。

【企業・関係団体の生の声】

➢ 食料品は、物価上昇の影響により、客単価は上昇して
いるものの、買上点数の減少など節約志向は続いてい
る。

➢ 特に３月は気温が低く、降雪もあったため春物衣料の
動きが鈍かった。

➢ 衣料品においても価格が上がっていることによる買い
控えなどの節約志向がみられる。

➢ 夏に備えたエアコンの販売は好調。

【企業・関係団体の生の声】

➢ 全体的に納期は短縮に向かっているが、車種によっては、
未だ遅れが解消されていないものもある。

➢ メーカーの認証不正による影響で、一部の車種の供給が
減少した。

⚫ 主要小売店売上高は、衣料品が前年を下
回ったものの、食料品及び家電・家庭用
品が前年を上回ったことなどから、全体
では前年を上回った。

２

【前年比（単位：パーセント）】
合計3.3 衣料品▲4.8    家電・家庭用品3.6    食料品4.9

【前年比（単位：パーセント）】
合計▲9.8 普通0.7 小型▲21.8    軽▲14.5
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宿泊客数（前年比）

▲ 100.0

▲ 80.0

▲ 60.0

▲ 40.0

▲ 20.0

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

140.0

1～3 4～6 7～9 10～12 1～3 4～6 7～9 10～12 1～3 4～6 7～9 10～12 1～3

R3年 R4年 R5年 R6年

（パーセント）

空港乗降客数（前年比）

緩やかに持ち直している観 光

資料：北海道エアポート㈱釧路空港事業所、中標津町

資料：管内主要施設 ３

⚫ 空港乗降客数は、道外便、道内便、海外便全
てにおいて前年を上回った。

⚫ 宿泊客数は、前年を上回った。

【前年比（単位：パーセント）】
・空港乗降客数
合計3.2 道外便0.7  道内便7.1  海外便皆増

・宿泊客数 1.0

【企業・関係団体の生の声】

➢ インバウンドについて、個人客による宿泊客数の増加に加え、
団体客も着実に回復している状況がみられ、好調に推移して
いる。

➢ コロナ禍以前と比較すると、海外客は7割程度の水準となって
いる。そのうち、メインは台湾および中国からの観光客と
なっている。

➢ 2023年の1月から3月では全国旅行支援が実施されていたが
2024年の同期では実施されていないことなどが影響し、一部
では宿泊客数は前年比で減少した。

➢ 足下では、釧路市内で開催されるスポーツ大会等の実施に伴
う宿泊客数の増加に期待している。

➢ 物価高騰の影響を受け、宿泊単価が上昇しているものの、直
接的な予約減少の動きは、現状見られていない。
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有効求人倍率

持ち直しに向けたテンポが緩やかになっている雇 用

⚫ 有効求人倍率は、有効求人数が減少したことから、
前年を下回った。

⚫ 新規求人数は、医療・福祉業など全ての業種で前
年を下回った。

資料：釧路、根室公共職業安定所

【企業・関係団体の生の声】

➢ 資材価格、燃料費、物価等の高騰がいつまで続くかわからず、先行
きが見えない状況が続いている。人手不足感はあるものの、先行き
が見えない状況が続いている中では、現状の人員で対応できる仕事
量に抑える等、人を増やさずに現状の人員で対応したいと考える企
業が多い。

４

有効求人倍率1.36倍
【前年比（単位：パーセント）】
有効求人数▲11.3 有効求職者数▲0.0 新規求人数▲8.9
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有効求人数・求職者数（前年比）
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生乳生産量（前年比）

前年を上回る生乳生産

資料：主要６先

資料：ホクレン釧路、中標津支所

５

⚫ 生乳生産量は、釧路、根室地域ともに前年を上回っ
た。

【前年比（単位：パーセント）】合計3.2 釧路1.8 根室4.0

水揚量は前年を下回ったものの、
水揚金額は前年を上回る

漁 業

⚫ 水揚量は、スケソウダラやヒラメ、カレイ類が前年
を下回ったことなどから、全体では前年を下回った。

⚫ 水揚金額は、タラや貝類が前年を上回ったことなど
から、全体では前年を上回った。

【前年比（単位：パーセント）】水揚量▲8.7 水揚金額1.1
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住宅着工戸数（前年比）

資料：国土交通省

資料：北海道建設業信用保証㈱
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６

【前年比（単位：パーセント）】
合計27.6 持家▲14.6 貸家皆増 分譲住宅▲16.7

⚫ 前払金保証請負金額でみると、国、市町村が前年
を上回ったことなどから、全体では前年を上回っ
た。

【前年比（単位：パーセント）】第4四半期1.7 年度累計13.4

【企業・関係団体の生の声】

➢ 資材価格高騰の影響を受け、住宅価格が上昇しているため、住宅
ローンの審査が通らず、住宅購入資金を借りられない方がいる。

➢ 新築住宅の受注状況が厳しいことから中古住宅のリフォームにシフ
トしていかなければならないが、リフォームについては1件当たりの
単価が下がり、住宅業界の状況は厳しいのではないかと考えている。

⚫ 住宅着工戸数は、持家、分譲住宅が前年を下回っ
たものの、貸家が前年を上回ったことなどから、
全体では前年を上回った。

前年を上回る住宅建設

前年を上回る公共事業 （億円）
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預金・貸出金残高（前年比）
預金 貸出金

資料：㈱東京商工リサーチ

７
資料：管内銀行、信用金庫（ゆうちょ銀行は除く）

倒産件数は前年を上回り、負債総額
は前年を下回る

企業倒産

⚫ 倒産件数は4件で前年を上回っており、負債総額は
前年を下回った。

【前年比（単位：パーセント）】負債総額▲34.1

貸出金残高は前年を下回る金 融

⚫ 貸出金残高は前年を下回り、預金残高は前年を上
回った。

【前年比（単位：パーセント）】貸出金残高▲0.8  預金残高2.3
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